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　市議会では「栗原市議会基本条例」に基づき、市民から信頼され、開かれた議会を目指し、10
月 26 日から 10 月 28 日までの日程で市内 10 地区において「議会報告会」を実施しました。
　議会報告会には、136 人（表参照）の市民が参加し、①政務活動費の使い方　②少子・高齢化問
題　③放射性廃棄物の問題など 97 件に及ぶ意見や要望が寄せられました。主な内容を掲載します。
　なお、皆さんからよせられた意見や要望は議会で調査するとともに、市政に関しては 12 月 28
日に議長から市長に文書で提出しました。

　

政
務
活
動
費
と
議
員

報
酬
は
大
切
な
税
金
で

あ
る
。
特
に
政
務
活
動
費
の
使

い
方
は
い
ろ
い
ろ
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
政
務
活
動
費
を
使

っ
て
よ
り
良
い
議
会
活
動
を
し

て
ほ
し
い
。

　

議
会
の
政
務
活
動
費

の
制
度
は
、
他
市
議
会

の
状
況
を
研
究
し
な
が
ら
制
度

化
し
た
。
政
務
活
動
費
の
使
い

方
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

実
際
に
か
か
る
費
用
を
算
出
し

て
使
用
し
て
い
る
。

　

昨
今
報
道
さ
れ
る
他
市
議
会

の
よ
う
な
使
い
方
は
し
て
い
な

い
。
今
後
も
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
議
会
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　

平
成
26
年
、
国
の
通

知
に
よ
り
市
内
の
公
共

施
設
な
ど
の
総
合
管
理
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。
ま
た
、
合
併
直
後
か

ら
計
画
を
策
定
し
て
、
対
応
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
合
併

前
の
10
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
込
ん
だ
事
業
や
２
度
の

震
災
に
よ
る
既
存
の
施
設
を
耐

震
補
強
す
る
工
事
な
ど
の
仕
事

が
非
常
に
忙
し
か
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
に
、
市
全
体
の

公
共
施
設
９
２
２
施
設
の
こ
れ

ま
で
の
建
築
年
数
や
建
設
経
費

の
内
訳
、
利
用
状
況
、
修
繕
状

況
な
ど
の
項
目
を
調
査
し
た

「
施
設
カ
ル
テ
」
を
作
成
し
た
。

こ
の
カ
ル
テ
を
基
礎
に
、
今
後

40
年
先
の
公
共
施
設
の
在
り
方

や
必
要
な
経
費
を
検
討
し
、
具

体
的
に
は
、
そ
の
金
額
を
計
画

的
か
つ
継
続
的
に
負
担
す
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
定
す

る
計
画
と
な
る
。

議会報告会を開催

政
務
活
動
費
の
使
い
方

議
会
の
活
動
に
生
か
せ

市
内
の
公
共
施
設

管
理
計
画
の
策
定
な
ぜ

 地域の課題が見えた報告会

地　　区 会　　　　場 人　　数
築　館 市民活動支援センター 18人
若　柳 若 柳 総 合 支 所 12人
栗　駒 栗 駒 総 合 支 所 27人
高清水 高 清 水 総 合 支 所 　6人
一　迫 一 迫 総 合 支 所 16人
瀬　峰 瀬 峰 総 合 支 所 12人
鶯　沢 鶯 沢 振 興 セ ン タ ー 13人
金　成 金成生涯学習センター 10人
志波姫 この花さくや姫プラザ 10人
花　山 花 山 石 楠 花 セ ン タ ー 12人
合　計 136 人

議会報告会に参加した人数

問問 回答回答

特　集
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志
波
姫
と
高
清
水
に

あ
っ
た
児
童
館
を
廃
止

す
る
と
聞
い
た
。
小
さ
な
子
ど

も
を
持
つ
若
い
母
親
は
ど
こ
で

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
の
か
。
市

内
に
児
童
館
が
欲
し
い
。

　

９
月
議
会
で
、
児
童

館
条
例
の
廃
止
は
決
ま

っ
た
が
、
児
童
館
が
必
要
な
い

と
の
意
味
で
の
廃
止
で
は
な
く

施
設
が
古
く
な
っ
た
た
め
、
建

物
を
解
体
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

　

県
立
循
環
器
・
呼
吸

器
病
セ
ン
タ
ー
は
、
栗

原
中
央
病
院
に
機
能
が
移
管
さ

れ
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

移
管
さ
れ
る
場
合
、
市
の
負
担

は
ど
う
か
。

　

市
長
の
答
弁
で
は
、

移
管
に
必
要
な
一
切
の

費
用
は
県
が
負
担
す
べ
き
と
し

て
い
る
。
市
長
も
県
の
動
向
を

見
守
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

汚
染
牧
草
の
減
容
化

実
証
実
験
は
国
が
行
う

べ
き
で
あ
り
、
市
の
税
金
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、

実
験
費
用
は
ど
こ
で
負
担
す
る

の
か
。
ま
た
、
汚
染
牧
草
の
処

理
は
減
容
化
が
い
い
の
か
、
焼

却
が
い
い
の
か
、
議
会
は
市
民

の
立
場
で
判
断
し
て
ほ
し
い
。

　

費
用
は
東
京
電
力
へ

請
求
す
る
と
思
う
。

　

汚
染
牧
草
の
保
管
問
題
は
市

長
も
心
配
し
、
早
く
無
く
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
実
証
実
験
に

着
手
し
た
。
議
会
と
し
て
も
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

議
会
報
告
会
で
は
、
市
政
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
意
見
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

①
集
会
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置

②
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除

③
伊
豆
沼
・
内
沼
の
水
質
浄
化

④
地
域
医
療
の
問
題

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
、
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
は

12
月
28
日
に
議
長
か
ら
市
長
に

文
書
で
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
米
の
数
量
配
分

が
、
平
成
30
年
か
ら
各
県
単
位

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
も
栗

原
管
内
で
は
、飼
料
用
米
は「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
を
採
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
家
は
専
用
品
種
を

求
め
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
取

り
入
れ
て
く
れ
な
い
現
状
で
あ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

飼
料
用
米
は
、
他
の

品
種
を
入
れ
る
と
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
混
ざ

っ
て
し
ま
う
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
は

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
で
対
応
し
て

い
る
。
専
用
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
れ
ば
、
他

品
種
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
県
外
で

は
他
品
種
を
取
り
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
Ｊ
Ａ

の
理
事
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
農
家
の
窮
状
は
理
解
で

き
る
。
補
助
制
度
を
最
大
に
活

用
す
る
よ
う
、
お
互
い
に
研
究

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

　
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す

る
な
ど
の
災
害
を
受
け
た
。
二

迫
川
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
や
堤

防
の
か
さ
上
げ
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

平
成
28
年
１
月
に
県

が
策
定
し
た
「
災
害
に

強
い
川
づ
く
り
緊
急
対
策
事
業

」
に
よ
り
、
計
画
的
に
河
川
工

事
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

飼

料

用

米

は

専

用

品

種

で

子
を
持
つ
若
い
母
親

児
童
館
が
欲
し
い

市
民
の
願
い

市
長
に
提
出

12月28日

貴重な意見が多く出された　

市民に説明する議会議員　

特集
問

問

問

問問

回答回答

回答

回答

回答

特　集
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総合計画

　
「
栗
原
市
」
は
平
成
17
年
４

月
１
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
19
年
３
月
に

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
１
次
栗
原
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
旧
10
町
村
の

特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
基
礎
と
し
た
魅
力
あ
る
栗
原

市
を
目
指
し
て
、
独
自
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
が
さ
ら
に
発
展
し
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
10
年
を
見
据
え
、
市
民
が
知

恵
と
力
を
結
集
し
、
市
民
が
主

体
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
２
次
の
市
総
合
計
画
の
基

本
構
想
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
現
在
の
総
合
計
画
と
同
様
に
、

10
年
間
の
基
本
構
想
で
５
年
間

ず
つ
前
期
、
後
期
と
す
る
基
本

計
画
、
実
施
計
画
の
策
定
は
２

年
毎
に
し
ま
す
。

②
人
口
の
将
来
予
測
は
、
昨
年

２
月
に
策
定
し
た
「
栗
原
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
平
成
38
年
の
計
画
人

口
を
５
万
９
１
０
０
人
と
設
定

し
ま
し
た
。

③
基
本
構
想
は
、
市
政
運
営
の

理
念
「
市
民
が
創
る　

く
ら
し

た
い
栗
原
」
を
継
承
し
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
の
５
つ
の
将
来
像
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

④
５
つ
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
、
将
来
像
ご
と
に
、
基
本

方
針
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
成
果
と
、
今
後
の
課
題

を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

を
見
据
え
た
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

⑤
土
地
利
用
構
想
は
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
を
見
据
え
、
新
た
な

施
策
と
し
て
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ

ー
ク
に
関
す
る
こ
と
や
、築
館
・

若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

そ
れ
ぞ
れ
を
活
用
し
た
産
業
拠

点
の
形
成
、
新
た
な
中
核
機
能

地
域
の
形
成
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
の

基
本
構
想
が
示
さ
れ
た
。

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
う
え
で
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
た
い

栗
原
」
に
な
る
予
算
を
立
て
、

執
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

構
想
の
策
定
に
あ
た

り
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
各
種

の
委
員
会
、
若
者
自
身
に
よ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

意
見
を
集
約
し
た
。

　

限
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
が
、

10
年
先
を
見
据
え
た
予
算
執
行

を
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
方
針
の
ひ

と
つ
に
「
自
助
」、「
共
助
」、「
公

助
」
に
「
近
助
」
が
加
わ
っ
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。

「
近
助
」の「
助
」
は
「
近

く
を
助
け
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
の
精
神
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
し
っ
か
り
し
て
、
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
38
年
の
国
が
試

算
し
た
栗
原
市
の
人
口

予
測
は
５
万
７
９
０
０
人
で
あ

る
。
市
の
計
画
人
口
を
５
万
９

０
０
０
人
に
す
る
た
め
に
は
、

移
住
や
定
住
を
希
望
す
る
人
に

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
住
み

た
い
」
な
ど
、
栗
原
市
が
選
ば

れ
る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー

ン
な
ど
が
決
め
手
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
の
出

身
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
栗
原

を
知
っ
て
も
ら
う
施
策
を
練
り

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

企
業
立
地
や
誘
致
を
進
め
て

き
た
の
で
、
地
元
に
就
職
で
き

る
有
利
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

住
環
境
は
整
備
さ
れ
、
子
育
て

に
も
自
身
が
も
て
る
。
と
な
れ

ば
、
合
同
婚
活
の
意
味
も
出
る

と
思
う
。
そ
う
し
た
小
さ
な
努

力
の
積
み
重
ね
が
若
い
人
た
ち

に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　１２月定例議会で、市政運営の理念である「市民
が創るくらしたい栗原」を継承した、平成29年度
から始まる新たな１０年に挑戦する市のまちづくり
の指針となる「第２次栗原市総合計画基本構想」を
可決しました。
　これからの１０年は、市民の知恵と力を結集して
躍進していく期間となります。

「市民が創る
 くらしたい栗原」を継承

第２次総合計画の基本構想を可決

質
　
　
疑

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
始
ま
る
10
年
間
に
及
ぶ
第
２
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
の
審
議
に
お
い
て
、
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

将来を担う子どもたち
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補正予算

算予正補
　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
８

０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
汚
染
牧
草
の
処
理
を
め
ぐ
り
、
汚
染
牧
草
減
容
化
の
処
理
基
本

計
画
策
定
業
務
の
委
託
料
１
０
０
万
円
を
減
額
し
、
予
備
費
へ
組
み
替
え
る
修
正
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。（
修
正
案
賛
成
と
原
案
賛
成
の
討
論
７
ペ
ー
ジ
）

　

ま
た
、
財
産
の
処
分
と
契
約
な
ど
を
可
決
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
３
億
５
５
７

９
万
円
を
追
加
し
て
総
額
４
８
１
億
６
４
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
震
災

復
興
特
別
交
付
税
の
追
加
や
国

の
第
２
次
補
正
予
算
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補

助
金
な
ど
の
追
加
の
ほ
か
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

額
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
人
件

費
で
職
員
の
給
与
改
定
や
人
事

異
動
に
伴
う
増
減
や
非
常
勤
一

般
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
の
賃

金
改
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
保
管
さ
れ
て

い
る
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
汚
染
牧
草
の
処
理
に
つ
い
て
、

施
設
の
面
積
、
設
備
、
処
理
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
市
民
に
示

す
た
め
の
、
汚
染
牧
草
減
容
化

処
理
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

料
１
０
０
万
円
は
、
民
生
費
か

ら
減
額
し
予
備
費
へ
組
み
替
え

る
修
正
案
を
、
賛
成
13
・
反
対

12
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
資

料
館
の
開
館
に
向
け
た
準
備
費

１
２
３
万
円
や
国
の
第
２
次
補

正
予
算
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付

金
の
追
加
で
２
億
４
４
５
７
万

円
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担

金
の
追
加
で
８
１
８
７
万
円
や

築
館
多
目
的
競
技
場
整
備
事
業

な
ど
の
追
加
に
２
５
０
７
万
円

な
ど
で
す
。

　

各
特
別
会
計
や
事
業
会
計
に

つ
い
て
の
主
な
内
容
は
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
な

ど
で
す
。

汚染牧草

減
容
化
の
予
算

100
万
円

　
　
修
正
案
を
賛
成
13
反
対
12
で
可
決

歳　

入

歳　

出

　

瀬
峰
地
区
に
木
造
平
屋
建
て
、

延
床
面
積
１
４
６
３
平
方
㍍
の

幼
保
一
体
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

［
金　

額
］

３
億
３
３
１
４
万
円

［
相
手
方
］

丸
安
建
設
株
式
会
社︿
栗
原
市
﹀

財
産
の
処
分

契
約

瀬
峰
地
区
幼
保

一
体
施
設
建
設

［
金　

額
］

３
９
４
２
万
円

［
相
手
方
］

富
士
通
エ
フ
・
ア
イ
・
ピ
ー
株

式
会
社　

東
北
支
社︿
仙
台
市
﹀

　

築
館
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
の

分
譲
地
を
ウ
レ
タ
ン
、
ゴ
ム
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
複
合
材
を
ベ

ー
ス
と
し
た
材
料
開
発
・
製
品

を
取
り
扱
う
株
式
会
社
イ
ノ
ア

ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
売

り
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

［
土　

地
］　

栗
原
市
築
館
字
萩
沢
土
橋
32
番

地
13　

ほ
か　

宅
地
12
万
７
３
５
平
方
㍍

［
金　

額
］

10
億
６
２
４
６
万
円 

［
相
手
方
］

株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

本
社　

愛
知
県
名
古
屋
市

　

若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団

地
の
分
譲
地
を
自
動
車
用
部
品

を
取
り
扱
う
、
ミ
ヤ
マ
工
業
株

式
会
社
に
売
り
払
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

［
土　

地
］　

栗
原
市
若
柳
字
大
林
寺
浦
32
番

４　

ほ
か　

宅
地
１
万
２
９
０
０
平
方
㍍

［
金　

額
］

１
億
１
３
５
２
万
円 

［
相
手
方
］

ミ
ヤ
マ
工
業
株
式
会
社

本
社　

愛
知
県
み
よ
し
市

財
産
取
得

栗
原
市
立
図
書
館
ほ
か
９
図
書
室

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
一
式

汚染牧草の減容化実験


